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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・宮尾　健太様～排便－3日目の為、Drへ報告。便秘時の継続指示を受け、シンラック液

　　　　　　　　1本処方となっている。

・中村　サヨ様～採血結果より、Fe37μg/dlと低値の為、フェロステック（50）2T4日分

処方となる。

＜隔離入室患者様＞

・関川　良雄様～終日隔離継続中。開放するが疲労感訴え臥床している事が多い。帰宅要求は聞かれるが、易怒性、興奮なく経過。引き続き、身体状態の観察・認知症周辺症状の観察を行い、安全な療養が送れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・犾守　サナ様～食事は介助にて、残食はあるが摂取出来ている。軽度嘔吐反射みられ、

食事終了している。その後、嘔気・嘔吐なく経過。引き続き全身状態の

観察と日常生活援助を行っていく。

・中村　チヨ様～易怒性、興奮なく経過。ベットから降りようとする事はない。食事は自

力で摂取されている。引き続き全身状態の観察と日常生活援助を行って

いく。

・石橋　信孝様～娘様面会後より帰宅要求強く、頻回にステーション内に侵入している。

　　　　　　　　不穏の為、継続指示にてリスパダール液（1）1P内服する。その後も帰宅要求は続いているが易怒性はない。

＜田名部Dr診察＞

・丹内　栄子様～レボフロキサシン（500）1Ｔ　3日分処方となっている。

・小澤　和子様～担当医より面談調整していくよう指示あり。

・高田　マキ様～次回10/4（火）ハロマンス（100）1Ａ　筋注指示予定。

　　　　　　　　　診察中は、妊娠したと妄想発言聞かれている。

・畑中　成夫様～衣類購入と外出希望頻回聞かれている。病棟移動し、病状安定してから

許可する事としている。

・成田　賀枝様～10/4（火）抜糸予定となる。現在の状態について、希死念慮はないと話

している。入院前、自ら首を締めた行動について「なんであんな事をしたんだろう。」と振り返っている。私物に関して、必要最低限の衣類は自己管理していく事とする。

・安達　貴浩様～小遣いに関しての訴え聞かれ、2日で820円の小遣いを使用したいと希望あり、許可となっている。

・工藤　綾子様～身体不調の訴えは聞かれない。コーヒーやティッシュを取られたと妄想発言聞かれている。昼食後薬のリスペリドンは継続で7日分処方となる。

・高橋　義明様～兄に関連した発言聞かれ表情の硬さみられている。薬剤調整行い臨時薬7　

日分処方となっている。

・小笠原　久年様～10/5定期薬より、シクレスト錠は20mgへ増薬、オランザピン中止となっている。

・吉島　知寿子様～本日、妹様来院し面談行っている。今後について患者の保護者になる

事は厳しいと話している。措置入院終了後、医療保護入院に切り替わった場合、保護者になっていただく可能性がある事伝えている。

　　　　　　　　　　退院後、同居の意思はない様子。

＜新入院患者様情報＞

　　　日時：平成28年9月30日12:45　

      病棟：東病棟Ｄユニット20号室

      氏名：櫻川　貞二様

　生年月日：昭和30年12月5日（60歳）

　　　性別：男性

　　主病名：アルコール依存症

身体合併症：糖尿病

　入院形態：任意入院

　　主治医：馬渡Dr

　＜経過＞

平成11年5月妻を亡くしてから子育て、介護の問題による不安感・不眠・思考抑制などの症状が出現。次第に抑うつ状態が強くなったことから平成12年11月2日より八戸市立市民病院精神科へ通院。平成19年9月1日よりささクリニックへ通院開始。断酒は維持できず徐々に欠勤が多くなり平成24年3月31日で仕事を辞め現在無職。平成28年3月頃より「食道が詰まった感じ」と食事が摂れず水分のみ摂取していたがやはり飲酒をやめることが出来ず4月14日～5月11日の期間は八戸市立市民病院精神科へ入院。同院退院後再度ささクリニックへの通院を開始するも断酒できず当院での入院治療を勧められていた。今回本人より当院での入院治療を希望されたことから、解毒・アルコールプログラム目的にて9/30（金）12：45東Dユニットへ任意入院となる。

入院後、指示の点滴拒否なく施行。酒臭はないが軽度手指振戦みられている。興奮や不穏さはなく、対応穏やかで疎通良好。

＜備考＞

・家族洗濯

・買い物カードなし

・DM食20単位（米飯、常菜）

・BS測定3検（スライディングなし）

・定時インスリンあり（朝15単位、夕15単位）

